
 

【
作
者
】
菅
茶
山
（
一
七
四
八
～
一
八
二
七
年
）
（
延
享
五
年
～
文
政
十
年
）
。
江
戸
時
代
後
期
の
儒
者
。
備
後
神
辺
（
か
ん
な
べ
）
の
人
。
私
塾
「
黄
葉
夕
陽
村
舎
」
（
後
の
廉

塾
）
を
開
い
て
、 

姓
は
菅
波
、
名
は
晉
師
（
と
き
の
り
）
、
字
は
礼
卿
、
通
称
は
太
仲
。
号
し
て
茶
山
。
備
後
の
人
。
詩
集
に
『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
集
』
な
ど
が
あ
る
。

塾
名
や
、
詩
集
名
は
、
菅
茶
山
が
好
ん
で
朝
夕
眺
め
て
い
た
山
の
名
に
因
り
、
廉
塾
の
南
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。 

【語
釈
】＊
旧
夢…

過
ぎ
去
っ
た
昔
。  

＊
茫
茫…

遥
か
な
さ
ま
。
ぼ
ん
や
り
と
し
て
は
っ
き
り
と
し
な
い
さ
ま
。
果
て
し
な
く
広
々
と
し
て
い
る
さ
ま
。 

＊
芳
辰…

よ
い
時
節
。
多
く
、
春
の
季
節
を
謂
う
。  

＊
墳
前…

（
土
を
盛
り
上
げ
た
）
墓
の
前
。 

＊
稽
顙…

坐
っ
て
頭
を
地
面
に
暫
く
の
間
、
つ
け
て
い
る
礼
。 

叩
頭
の
礼
。
喪
に
服
す
る
者
の
礼
を
特
に
謂
う
。  

＊
懐
中…

ふ
と
こ
ろ
の
中
。 

【通
釈
】過
ぎ
去
っ
た
昔
は
、
遥
か
遠
く
の
十
七
年
で
。
梅
の
花
に
こ
ぬ
か
雨
が
降
る
春
の
よ
い
時
節
が
ふ
た
た
び
廻
っ
て
き
た
。 

 
     

墓
の
前
で
、
坐
っ
て
頭
を
地
面
に
つ
け
て
い
る
礼
を
す
る
者
（
＝
作
者
）
の
頭
髪
は
、
全
て
白
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
。
以
前
に
（
＝
嬰
児
の
時
）
ふ
と
こ
ろ
の
中
の
乳
を

探
し
求
め
る
た
者
（亡
母
の
子
で
、
老
年
に
な
っ
た
作
者
）で
あ
る
。 

【
備
考
】亡
き
母
の
十
七
回
忌
の
法
要
。
郷
里
の
習
慣
に
し
た
が
っ
て
焼
香
し
て
礼
拝
し
、
涙
を
流
し
た
後
、
こ
の
詩
を
作
っ
た
。 *

こ
の
作
品
は
、
作
者
が
宋
詩
に
傾
倒
し
た

こ
と
を
覗
わ
せ
る
詩
で
あ
る
。  


